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州凶 14 双慨世-g(生 (1197サ)
境
に
二
条
の
紐
状
の
帯
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
中
央
は
垂
下
す
る
二
条
の
紐
帯
に
接
し
て
い
る
。
紐
帯
は
腹
部
ま
で
垂
下
し
、
梧
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
下
半
身
は
長
梧
を
着
け
、
服
部
に
は
腰
帯
が
付
け
ら
れ
る
。
左
手
は
胸
前
に
挙
げ
、
荒
付
き
の
鉢
を
捧
持
し
、
右
手
は
右
腿
の
所
ま
で
垂
下
し
、楊
柳
枝
を
と
る
。体
躯
の
姿
勢
は
左
菩
薩
と
対
照
的
で
、
頭
部
と
腰
部
は
や
や
左
側
に
捻
り
、
右
膝
を
少
し
屈
し
て
爪
先
を
立
て
、
左
足
を
軸
足
と
す
る
。
両
足
は
裸
足
で
、
単
弁
の
仰
蓮
台
座
上
に
立
つ
。
蓮
台
の
大
き
さ
は
左
側
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
左
右
の
菩
薩
像
の
聞
に
は
、
浅
い
彫
刻
と
彩
色
で
一
体
の
弟
子
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
円
頂
で
、
面
部
は
円
く
て
大
き
く
、
身
体
に
は
両
肩
か
ら
袈
裟
を
か
け
、
両
手
は
胸
前
で
扶
手
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
下
半
身
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
下
層
の
基
壇
上
に
は
、
中
央
に
博
山
炉
が
彫
ら
れ
、
香
炉
の
下
に
あ
る
台
座
は
単
弁
反
/riJ 
花
の
蓮
華
座
で
、
円
柱
形
の
炉
の
柄
が
つ
く
ら
れ
、
香
炉
本
体
の
下
部
に
は
仰
蓮
が
あ
ら
joji凶 16
わ
さ
れ
て
い
る
。
上
部
は
円
錐
形
の
山
の
形
状
で
あ
る
。
炉
の
両
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
体
ず
つ
供
養
者
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
像
高
は
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
片
膝
を
立
て
て
脆
坐
し
、
博
山
炉
に
向
か
っ
て
い
る
。
供
養
者
保
は
頭
に
上
部
の
尖
つ
た
形
の
冠
を
戴
い
て
お
り
、
冠
の
正
面
と
右
側
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
宝
珠
形
の
装
飾
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
後
頭
部
か
ら
肩
上
ま
で
を
稜
っ
て
垂
れ
て
い
る
。
こ
の
冠
は
、
北
貌
の
鮮
卑
様
。!I/li
式
の
垂
祐
帽
に
非
常
に
似
て
い
る
。
人
物
の
面
部
は
円
く
、
目
鼻
立
ち
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
頚
は
短
く
、
右
側
の
二
体
の
頚
下
に
は
中
央
が
下
向
き
に
尖
っ
た
形
の
胸
飾
を
付
け
て
、
P'i/ J>li図 15
右
腎
に
は
布
が
か
か
っ
て
い
る
。
左
側
の
像
は
胸
飾
と
布
は
み
て
と
れ
な
い
。
上
半
身
は
い
ず
れ
も
胸
部
を
蕗
に
し
、
下
半
身
に
短
い
怖
を
着
け
る
。
両
手
は
持
物
を
棒
、
げ
、
胸
前
で
扶
手
す
る
。
片
膝
を
地
に
付
け
、
も
う
一
方
の
膝
を
立
て
て
、
供
養
の
姿
態
を
あ
ら
わ
す
。
右
方
外
側
の
一
体
は
両
手
で
壷
状
の
持
物
を
捧
持
す
る
。
二
府
か
ら
な
る
基
壇
の
上
に
、
左
右
一
対
ず
つ
降
臨
す
る
獅
子
が
彫
刻
さ
れ
る
。
獅
子
の
頭
の
後
ろ
に
は
巻
髪
で
立
ち
上
が
る
た
て
が
み
が
あ
り
、
丸
い
眼
と
幅
広
の
鼻
を
あ
ら
わ
し
、
口
を
開
い
て
歯
を
見
せ
、
首
を
も
た
げ
て
肌
え
る
様
子
で
あ
る
。
前
肢
は
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
、
後
肢
は
曲
げ
て、
獅
子
の
尾
を
上
に
翻
し
、
尾
は
三
股
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
背
面
に
彫
刻
は
無
い
が
、
彩
色
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
残
る
。
菩
薩
像
は
か
つ
て
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
菩
薩
の
面
部
や
肉
身
部
に
金
が
残
留
す
る
。
波
川
出
土
の
作
例
に
は
い
ず
れ
も
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
成
都
地
区
で
出
土
し
た
確
実
な
紀
年
銘
の
あ
る
南
朝
造
像
を
参
考
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
仏
像
の
お
お
よ
そ
の
彫
像
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
仏
二
菩
薩
像
三
三
O
O号
)
は
、
風
化
の
程
度
は
激
し
い
も
の
の
、
制
作
年
代
を
示
す
特
徴
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
仏
の
頭
頂
に
上
部
の
平
ら
な
高
肉
警
を
つ
く
る
点
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
面
部
や
褒
衣
博
帯
式
の
着
衣
、
袈
裟
の
下
端
が
台
座
前
面
に
懸
か
る
点
、
そ
し
て
仏
像
に
比
し
て
二
菩
薩
像
が
こ
と
さ
ら
小
さ
く
、
天
衣
を
腹
部
の
下
で
X
字
形
に
交
差
さ
せ
る
点
、
光
背
に
七
仏
と
飛
天
を
浮
彫
す
る
点
な
ど
、
こ
(2
)
 
れ
ら
の
特
徴
は
西
安
中
路
か
ら
出
土
し
た
斉
:
水
明
八
年
(
四
九
O
)
比
丘
法
海
造
像
や
、
成
都
商
業
街
か
ら
出
土
し
た
斉
・
建
武
二
年
(
四
九
五
)
荊
州
道
人
釈
法
明
造
観
世
音
成
仏
像
と
完
全
に
一
致
す
る
。
な
か
で
も
、
仏
像
の
内
衣
と
外
衣
の
衣
端
の
処
理
が
違
う
点
は
、
茂
県
出
土
の
斉
・
永
明
元
年
(
四
八
=
一
)
比
丘
玄
詩
造
像
碑
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
弥
勅
仏
坐
像
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
の
制
作
年
代
は
南
朝
の
粛
斉
時
代
と
確
定
で
き
よ
う
。
四
川
波
川
出
土
の
南
朝
仏
教
石
造
像
一
仏
二
菩
薩
像
(
一
一
九
八
号
)
は
、
一
鋪
三
尊
式
の
造
像
構
成
で
、
仏
像
の
頭
髪
は
螺
髪
と
し
、
袈
裟
を
通
肩
に
ま
と
う
。
菩
薩
は
頭
部
に
華
髭
を
飾
る
高
い
冠
を
戴
き
、
面
部
は
円
く
、
天
衣
は
腹
部
で
円
形
装
飾
に
交
接
し
、
あ
る
い
は
腹
部
で
交
差
す
る
。
梧
は
身
体
に
貼
り
付
く
。
造
形
上
、
仏
像
の
体
躯
は
す
っ
き
り
と
端
正
で
「秀
骨
清
像
」
の
旧
様
を
多
分
に
保
留
し
て
い
る
が
、
強
口薩
像
は
豊
満
壮
健
で
、
一話
梁
の
張
僧
都
の
「張
得
(術
設
は
M
)
其
肉
」
と
い
っ
た
新
し
い
塑
造
や
絵
画
の
様
式
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
清
痩
か
ら
豊
満
へ
と
変
容
す
る
斉
梁
時
代
の
仏
像
の
特
徴
が
充
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
成
都
西
安
中
路
か
ら
出
土
し
た
梁
・
天
監
コ
一
年
(五
O
四
)
比
丘
法
海
造
の
一
仏
二
菩
薩
像
と
同
様
で
あ
り
、
こ
の
作
品
も
仏
像
は
端
正
で
、
菩
薩
は
豊
満
に
あ
ら
わ
さ
れ
(3
)
(
4
)
 
る
。
仮
に
、
成
都
商
業
街
出
土
の
梁
・
天
監
十
年
(
五
一
一
)
王
叔
子
造
釈
迦
像
と
比
較
し
た
な
ら
ば
、
王
叔
子
造
像
は
一
仏
四
菩
薩
像
で
あ
り
、
仏
像
が
螺
髪
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
成
都
地
区
の
南
朝
紀
年
銘
の
仏
教
像
の
中
で
最
も
早
い
五
尊
構
成
か
つ
螺
髪
様
式
の
作
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
主
尊
の
立
仏
は
面
部
も
円
く
、
体
躯
も
壮
健
で
、
波
川
像
と
の
聞
に
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
波
川
の
一
仏
二
菩
薩
像
は
梁
武
帝
初
期
の
仏
像
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
か
つ
て
成
都
地
域
か
ら
出
土
し
た
一
連
の
仏
教
像
作
品
を
時
期
的
に
三
つ
に
区
分
し
た
こ
と
が
あ
る
。
第
一
期
は
永
明
元
年
(四
八
二一)
か
ら
梁
・
普
通
年
間
(
五
二
0
1
五
一
ヱ
ハ
)
に
か
け
(5
)
 
て
で
、
こ
の
時
期
に
は
一
鋪
三
尊
の
構
成
が
流
行
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
像
の
彫
刻
年
代
は
お
よ
そ
梁
武
帝
初
期
か
ら
普
通
年
間
と
推
定
で
き
よ
う
。
一一
一
仏
像
(
一
一
九
九
号
)
は
三
仏
四
菩
薩
二
力
士
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
仏
座
の
下
に
六
体
の
控
伎
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
成
都
地
区
か
ら
出
土
し
た
南
朝
造
像
中
、
脇
侍
に
四
菩
薩
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
前
述
の
王
叔
子
造
像
で
あ
る
。
た
だ
し
力
士
像
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
力
士
像
の
出
現
お
よ
び
四
菩
薩
像
の
流
行
は
お
よ
そ
梁
の
普
通
年
間
と
み
な
さ
れ
、
例
え
ば
万
仏
寺
の
梁
・
普
通
四
年
(五
二
二
)
康
勝
造
像
が
一
仏
四
菩
薩
二
弟
447 
美
術
研
究
。
口
~'I 
阿
。
子
二
力
士
の
構
成
で
、
梁
・
普
通
六
年
(
五
二
五
)
釈
迦
仏
等
多
尊
像
は
一
仏
凹
菩
薩
二
弟
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
梁
・
中
大
通
五
年
(
五
一
三
二
)
上
官
法
光
造
像
は
一
仏
四
菩
(
6
)
 
薩
二
力
士
で
、
浮
彫
で
四
弟
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
梁
・
中
大
同
三
年
(五
同
八
)
比
丘
(7
)
 
愛
秦
造
像
は
一
観
世
音
四
菩
薩
二
力
士
で
、
浮
彫
で
四
弟
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
西
安
中
路
の
梁
・
中
大
通
二
年
(
五
三
O
)
比
丘
晃
蔵
造
像
は
一
仏
四
菩
薩
二
力
士
で
、
浮
彫
で
四
弟
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
仏
座
の
下
部
の
舞
伎
群
像
も
、
康
勝
造
像
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
普
通
年
間
に
出
現
し
て
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓮
弁
形
の
光
背
も
同
様
に
年
代
判
定
の
根
拠
と
な
り
得
る
。
例
え
ば
三
仏
像
の
光
背
は
内
外
の
二
圏
に
分
か
れ
て
お
り
、
外
聞
に
飛
天
、
内
圏
に
七
仏
を
つ
く
り
、
こ
の
内
外
の
両
圏
は
連
珠
文
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
同
じ
く
普
通
年
間
(五
二
0
1
五
三
ハ)
に
出
現
し
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
仏
像
の
年
代
は
お
お
よ
そ
普
通
年
問
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
下
る
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
双
観
世
音
像
(
二
九
七
号
)
は
二
体
の
菩
陸
立
像
を
並
列
さ
せ
て
お
り
、
菩
薩
は
と
も
に
頭
に
冠
を
戴
き
、
高
い
螺
形
の
警
を
結
い
、
体
躯
は
豊
満
円
潤
で
、
頭
部
と
腰
部
と
を
捻
り
、
一
方
の
脚
を
や
や
屈
し
、
も
う
一
方
の
脚
は
軸
足
と
し
て
直
立
し
、
身
体
の
柔
ら
か
い
曲
線
美
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
極
の
蝶
形
高
警
と
。
se
字
形
の
姿
勢
を
と
る
菩
薩
は
、
成
都
万
仏
寺
の
梁
・
中
大
同
三
年
(
五
四
八
)
比
丘
愛
秦
造
像
中
の
脇
侍
菩
薩
に
初
め
て
見
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
万
仏
寺
出
土
の
双
観
世
音
像
砕
の
観
世
音
像
と
も
非
(8
)
 
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
双
観
世
音
像
も
お
そ
ら
く
梁
晩
期
の
作
品
で
あ
ろ
ぅ
。
あ
る
い
は
成
都
が
西
貌
に
占
領
さ
れ
る
五
五
三
年
以
降
の
西
説
・
北
周
時
期
に
ま
で
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
波
川
出
土
の
南
朝
仏
教
像
は
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
学
術
的
な
意
義
の
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
448 
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
題
材
と
様
式
は
、
成
都
地
区
の
南
朝
像
の
不
足
を
補
う
と
と
も
に
、
南
朝
像
全
体
の
内
容
を
山
一
寺
山
な
も
の
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
三
仏
と
い
う
尊
像
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
成
都
地
区
か
ら
出
土
し
た
南
朝
仏
教
像
は
、
主
尊
は
主
に
単
(9
)
 
身
の
坐
仏
あ
る
い
は
立
仏
、
二
仏
並
坐
あ
る
い
は
並
立
像
で
あ
っ
た
。
三
仏
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
た
だ
成
都
市
西
安
中
路
か
ら
一
件
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
主
部
(制
北
川
山
)
は
三
体
の
扶
坐
仏
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
朝
に
お
い
て
三
仏
の
題
材
が
流
行
し
た
こ
と
と
明
南
朝
仏
教
像
に
お
い
て
も
三
(ω
)
(
補
注
げ
)
仏
が
同
様
に
重
要
な
造
像
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
波
川
の
三
仏
は
一
扶
坐
ら
か
に
相
対
し
て
い
る
。
し
か
し
波
川
出
土
の
三
仏
像
は
、
仏
と
二
街
坐
仏
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
新
し
く
見
出
さ
れ
る
尊
像
形
式
で
あ
る
。
特
(日
)
四
川
南
朝
像
中
に
初
め
て
発
見
さ
れ
た
実
作
例
で
あ
る
。
に
、
情
坐
の
姿
勢
の
仏
像
は
、
南
北
朝
晩
期
に
、
こ
の
坐
勢
を
と
る
仏
像
は
弥
勅
仏
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
弥
助
下
生
成
仏
後
の
姿
で
あ
る
。
南
朝
の
情
坐
弥
軌
仏
の
造
像
実
例
と
し
て
は
所
江
の
新
昌
大
仏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
像
は
南
斉
・
建
武
年
間
(
四
九
四
1
四
九
八
)
に
開
撃
が
始
め
ら
れ
、
梁
・
天
監
一
五
年
(五
二
ハ
)
に
完
成
し
て
い
る
。
梁
・
劉
都
撰
『梁
建
安
王
造
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
弥
軌
仏
は
も
と
情
像
の
姿
で
あ
り
、
北
宋
の
{
ロ
)
(
補
上
叫
凶
)
成
平
以
前
に
結
蜘
扶
坐
式
に
改
造
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
波
川
の
三
仏
像
は
(日
)
一
釈
迦
二
弥
劫
仏
と
い
う
尊
格
構
成
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
剣
山
石
城
寺
石
像
叫
』
ま
た
、
双
観
世
音
像
は
、
成
都
万
仏
寺
で
こ
れ
ま
で
二
件
出
土
し
て
お
り
、
商
業
街
か
ら
も
一
件
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
万
仏
寺
の
う
ち
の
一
件
、
双
菩
薩
像
碑
の
保
存
状
況
は
比
較
的
良
い
が
、
菩
躍
の
頭
部
が
欠
損
す
る
。
そ
の
他
の
二
件
は
菩
薩
の
両
足
を
残
す
の
み
で
、
完
全
な
も
の
は
一
件
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
万
仏
寺
の
双
菩
薩
像
碑
中
の
右
側
の
菩
薩
像
が
右
手
に
楊
柳
枝
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
双
観
世
(M
)
 
音
像
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の
た
び
の
波
川
出
土
の
双
菩
薩
像
の
保
存
状
況
は
良
く
、
菩
薩
は
と
も
に
化
仏
冠
を
戴
き
、
右
側
の
菩
陸
は
楊
柳
枝
を
持
っ
て
い
る
。
南
北
朝
晩
期
の
仏
教
像
の
中
で
、
化
仏
冠
と
楊
柳
枝
は
す
で
に
観
世
音
菩
薩
の
特
別
な
標
峨
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
渋
川
の
双
菩
薩
の
特
徴
を
根
拠
と
し
て
、
成
都
地
区
出
土
の
双
菩
薩
像
も
観
世
音
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
今
回
再
び
双
観
世
音
像
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
梁
代
晩
期
に
観
音
信
仰
が
充
分
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
仏
像
様
式
に
お
い
て
、
最
も
注
目
に
値
す
る
の
は
双
観
世
音
像
の
造
形
で
あ
る
。
肩
幅
は
広
く
、
腰
は
細
く
、
体
躯
は
豊
満
円
潤
で
あ
る
。
頭
部
と
腰
部
は
や
や
一
方
に
捻
り
、
一
方
の
脚
を
や
や
屈
し
て
爪
先
を
立
て
る
。
こ
の
柔
ら
か
く
美
し
い
身
体
の
曲
線
に
よ
っ
て
強
い
動
態
の
美
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
腹
部
の
誇
張
さ
れ
た
盛
り
上
が
り
は
、
成
都
地
区
の
南
朝
菩
薩
像
に
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
。
周
知
の
と
お
り
、
唐
代
の
菩
薩
像
は
豊
満
な
姿
態
を
あ
ら
わ
し
、
。
so
字
形
に
腰
を
曲
げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
種
の
造
形
は
唐
代
の
長
安
地
区
に
出
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
決
川
の
双
観
世
音
菩
薩
像
に
す
で
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
唐
代
の
菩
薩
の
造
形
の
淵
源
を
南
朝
晩
期
に
ま
で
遡
っ
て
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
波
川
の
南
朝
像
の
出
土
地
点
が
眠
江
上
流
、
す
な
わ
ち
古
代
の
江
南
か
ら
成
都
に
至
り
、
西
域
へ
通
じ
る
交
通
要
路
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
六
朝
時
代
、
江
南
か
ら
西
域
へ
通
じ
る
道
は
、
多
く
が
長
江
を
遡
上
し
、
益
州
(現
在
の
成
都
市
)
を
経
由
し
て
西
に
向
か
い
、
西
域
に
連
接
す
る
。
益
州
か
ら
西
域
の
路
線
は
い
(
出
)
わ
ゆ
る
「
・
河
南
道
」
で
、
す
な
わ
ち
青
海
を
通
り
抜
け
で
西
域
に
至
る
道
で
、
こ
れ
は
中
原
か
ら
甘
聞
の
河
西
回
廊
を
経
由
し
て
西
域
に
至
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
大
体
平
行
し
て
い
(凶
)
る
。
「
河
南
道
」
の
最
初
の
開
通
は
お
お
よ
そ
東
晋
十
六
国
時
代
で
、
甘
粛
を
支
配
し
て
い
た
前
涼
政
権
が
東
晋
と
交
易
す
る
た
め
に
そ
の
道
を
聞
い
た
。
南
北
朝
時
代
に
「
河
南
と
よ
〈
こ
ん
(
げ
)
道
」
は
青
海
を
支
配
し
た
吐
仙
台
揮
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
「
河
南
道
」
は
萄
の
境
界
内
四
川
波
川
出
土
の
南
朝
仏
教
石
造
像
で
眠
江
支
道
と
白
龍
江
支
道
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
眠
江
と
白
龍
江
に
沿
っ
て
現
在
の
(
同
日
)
四
川
西
北
部
と
青
海
地
域
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
眠
江
支
道
は
成
都
か
ら
西
北
に
向
か
い
、
現
在
の
都
江
堰
・
波
川
・
茂
県
・
松
潜
を
経
由
し
て
青
海
に
入
る
。
波
川
は
す
な
わ
ち
峡
江
支
道
に
お
い
て
必
ず
経
由
す
る
地
点
な
の
で
あ
る
。
こ
の
道
を
往
来
し
た
人
々
は
主
に
西
域
各
国
か
ら
南
朝
に
往
来
す
る
使
節
団
・
行
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
吐
谷
津
の
人
々
に
随
行
し
て
通
り
、
ま
た
吐
谷
揮
の
人
々
も
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た
。
特
に
仏
教
僧
侶
の
往
来
は
、
当
地
の
仏
教
の
発
展
と
古
代
仏
教
文
化
芸
術
の
伝
播
と
交
流
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
「
高
僧
伝
」
巻
八
「
玄
暢
伝
」
に
、
河
西
金
城
人
の
玄
暢
は
、
北
貌
太
武
帝
の
廃
仏
の
時
に
、
平
城
か
ら
亡
命
し
て
宋
に
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
暢
は
「
洞
暁
経
律
、
深
入
蹄
要
。
(
中
略
)
宋
之
季
年
乃
飛
舟
遠
畢
、
西
適
成
都
。
初
止
大
石
寺
、
乃
手
書
一作
金
剛
密
跡
等
十
六
神
像
。
至
昇
明
三
年
、
又
遊
西
界
、
観
陶
眠
嶺
。
(
経
律
を
洞
暁
し
、
深
く
禅
要
に
入
る
。〈
中
略
〉
宋
の
季
年
に
、
乃
ち
舟
を
飛
ば
し
遠
挙
し
、
西
の
か
た
成
都
に
適
く
。
初
め
大
石
寺
に
止
ま
り
、
乃
ち
手
づ
か
ら
金
剛
密
跡
等
十
六
神
像
を
画
作
す
。
昇
明
三
年
〈四
七
九
〉
に
至
り
、
又
た
西
界
に
遊
び
、
眠
嶺
を
観
(補
註
ゆ
)
嘱
す
と
と
あ
る
。
ま
た
『高
僧
伝
」
巻一
一
「吾
一
良
耶
舎
伝
」
に
は
、
西
域
人
の
歪
良
耶
舎
が
建
康
で
「
観
無
量
寿
仏
経
」
を
翻
訳
し
、
「
元
嘉
十
九
年
、
西
遊
眠
罰
、
鹿
慮
弘
道
、
禅問時
十成
群
。
(
元
嘉
一
九
年
〈四
四
二〉
、
西
の
か
た
眠
局
に
遊
び
、
処
処
に
て
道
を
弘
め
、
禅
(補
註
初
)
学
群
を
成
す
こ
と
あ
る
。
『
続
高
僧
伝
」
巻
一
六
「
僧
劃
伝
」
に
は
、
僧
副
は
太
原
祁
県
の
人
で
、
達
磨
禅
師
の
も
と
で
出
家
し
た
。
そ
し
て
「
賢
建
武
年
、
南
遊
楊
輩
。
(
中
略
)
乃
有
心
眠
嶺
、
観
彼
峨
眉
。
(
斉
建
武
年
〈四
九
四
1
四
九
七
〉
荷
の
か
た
楊
輩
に
遊
ぶ
。〈
中
(術
芯
幻
)
略
〉
乃
ち
心
に
眠
山
知
あ
り
て
、
彼
の
峨
眉
を
観
ん
と
す
こ
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
高
僧
が
以
上
の
よ
う
に
眠
嶺
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
、
眠
江
支
道
の
重
要
性
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
同
時
に
、
眠
江
上
流
域
に
仏
教
が
す
で
に
相
当
興
隆
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ょ
う
。
仮
に
一
九
二
0
年
代
に
茂
県
か
ら
発
見
さ
れ
た
南
朝
斉
永
明
元
年
の
西
涼
曹
比
丘
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玄
山
口
造
像
が
唯
一
の
作
例
だ
と
し
た
ら
、
波
川
発
見
の
こ
れ
ら
の
南
朝
傑
は
眠
江
上
流
域
に
お
け
る
仏
教
の
興
隆
だ
け
で
な
く
、
河
南
道
が
古
代
の
仏
教
文
化
芸
術
の
伝
播
に
お
け
る
要
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
証
明
す
る
の
で
あ
る
。
古
代
の
交
通
路
は
往
々
に
し
て
仏
教
文
化
芸
術
の
主
要
伝
播
経
路
で
あ
っ
た
。
四
川
地
域
の
仏
教
と
そ
の
造
像
は
江
南
の
建
康
か
ら
伝
来
し
た
要
素
と
と
も
に
、
西
域
か
ら
の
要
素
も
あ
る
。
建
康
は
南
朝
時
代
に
海
上
交
通
が
す
で
に
発
達
し
て
お
り
、
特
に
梁
代
は
顕
著
で
あ
る
。
渋
川
で
発
見
さ
れ
た
双
観
音
像
の
様
式
は
南
イ
ン
ド
の
造
像
様
式
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
建
康
か
ら
四
川
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
造
形
は
さ
ら
に
西
北
に
向
か
い
、
甘
珊
省
天
水
の
麦
和
山
石
穏
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
麦
積
山
の
北
周
時
代
の
第
六
二
窟
で
あ
る
。
こ
の
石
窟
の
菩
薩
傑
の
造
形
(ゆ
}
と
波
川
の
双
観
世
音
像
は
非
常
に
似
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
造
形
は
北
周
の
統
治
の
中
心
地
で
あ
る
長
安
地
区
で
は
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
長
安
出
土
の
北
周
時
代
の
精
美
な
彫
刻
の
菩
薩
像
は
、
い
ず
れ
も
直
立
す
る
伝
統
的
な
姿
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
類
の
菩
薩
の
造
形
は
眠
江
支
道
を
通
過
し
て
甘
加
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
+
ム(l
)
筏
貌
・
羅
進
勇
「
限
江
上
排
新
出
南
朝
石
刻
造
像
及
相
関
問
題
」
(
『四
川
大
学
学
報
(
哲
学
社
会
科
学
報
)
』
二
O
O
一
年
第
五
期
。
(2
)
成
都
市
文
物
考
古
工
作
隊
成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
「
成
郎
市
阿
安
路
雨
明
石
刻
造
像
前
理
間
報
」
(
『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
一
期
)
悶
六
。
張
門
市
川
-Z
玉
来
「
成
都
商
業
術
向
川
明
石
刻
逃
像
」
(
『
文
物
』
二
O
O
一
年
第
一
O
期
)
図
一
七
。
(3
)
成
都
市
文
物
考
古
工
作
隊
・
成
都
市
文
物
考
占
研
究
所
「
成
都
市
西
安
路
尚
籾
石
刻
造
保
消
理
附
報
」
(
「文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
一
期
)
封
二
・
l
、
図
四
。
張
向
馬
・
宙
王
苓
「
成
都
商
業
街
南
朝
石
刻
造
像
」
(
「文
物
」
二
O
O
一
年
第
一
O
期
)
。
(
4
)
張
山
円
馬
・
古
玉
菜
「
成
都
商
業
街
南
朝
石
刻
造
像
」
(『
文
物
」
ニ
O
O
-
年
第
一
O
期
)
図
一
七
。
こ
の
報
告
で
は
造
山
内
者
を
「
王
州
子
」
と
し
て
い
る
が
、
凶
一二
の
造
像
背
而
の
銘
文
拓
本
か
ら
、
「
王
双
子
」
と
考
え
ら
れ
る
。
四
(5
)
李
裕
詐
「
試
諭
成
都
地
以
山
土
的
雨
明
仏
教
石
造
像
」
(『
文
物
』
二
O
O
O年
第
二
期
)
参
照
。
(6
)
劉
志
述
・
劉
廷
壁
『
成
都
万
仏
寺
石
刻
芸
術
』
図
版
一
六
(北
京
・
中
岡
古
典
芸
術
出
版
社
、
一
九
五
八
年
)。
(7
)
哀
曙
光
「
四
川
省
博
物
館
蔵
万
仏
寺
石
刻
造
像
整
理
問
報
L
(
『
文
物
』
一
一O
O
一
年
第
一
O
期
)
図
一
O
康
勝
造
像
、
同
一
二
比
丘
愛
泰
造
像
。
(8
)
袋
昭
光
「
阿
川
省
博
物
館
山
城
万
仏
守
石
刻
造
仙
内
務
理
的
報
」
(『
文
物
』
二
O
O
一
年
第
一
O
期
)
同
一
じ
。
(9
)
成
都
市
文
物
診
古
工
作
隊
成
都
市
文
物
考
占
研
究
所
「
成
都
市
西
安
路
雨
明
石
刻
進
徹
治
理
前
報
」
(
「
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
一
期
)
彩
色
挿
入
頁
参
・
l
、
図
一
五
。
(叩
)
三
仏
の
題
材
は
南
京
楼
霞
山
南
朝
石
窟
中
に
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、無口一
一旦
寿
仏
の
大
和
の
右
側
下
層
に
南
朝
斉
時
代
末
期
に
開
撃
し
た
三
壁
三
骨
組
式
の
中
型
窟
で
あ
る
。
窟
内
の
ご
一禽
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
坐
仏
が
彫
出
さ
れ
、
三
仏
椛
成
を
な
す
。
こ
れ
は
西
安
小
路
出
土
の
三
仏
造
段
と
同
じ
で
あ
る
。
(日
)
成
都
地
区
に
お
い
て
、
紛
坐
の
坐
勢
を
あ
ら
わ
す
弥
助
像
の
災
例
は
未
だ
見
出
さ
れ
な
い
。
南
斉
の
弥
札
制
像
は
み
な
扶
坐
の
姿
で
あ
る
。
茂
川
県
の
斉
・
永
明
元
年
玄
お
造
像
の
弥
勅
仏
は
立
仰
円
で
あ
る
。
成
都
西
安
中
路
出
土
の
斉
永
明
八
年
の
比
丘
法
海
造
保
の
弥
勅
は
鉄
坐
像
で
あ
る
。
(ロ
)
宿
白
「南
朝
権
像
造
誠
一
初
探
」
(
『
考
古
学
報
」
一
九
八
九
年
第
四
期
)
参
照
。
(日
)
北
側
石
腐
の
中
で
、
一
紡
伽
扶
坐
仏
二
傍
坐
仏
の
尊
像
の
組
合
せ
が
最
初
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
笠
岡
訂
窟
の
低
限
五
路
中
の
第
一
九
窟
で
あ
る
。点
貌
時
代
に
関
撃
し
た
太
原
天
間
山
石
窟
第
二
・
三
間
も
、
正
壁
の
従
内
は
釈
迦
坐
仏
で
、
ト
江
省
懸
の
織
内
は
と
も
に
術
坐
仏
と
す
る
。
波
川
の
三
仏
情
成
が
北
切
と
関
係
す
る
の
か
ポ
ロ
か
に
つ
い
て
は
、日ぽ
U
に
他
す
る
問
題
で
あ
る
。
(
H
H
)
李
裕
群
「
試
論
成
都
地
区
出
土
的
南
朝
仏
教
石
造
伶
」
(
「
文
物
」
二
O
O
O年
第
二
期
)
参
照
。
(日
)
『
高
僧
伝
』
巻
一
一
「
釈
悲
覧
伝
」
に
は
、
慧
覧
が
西
域
か
ら
江
南
に
至
っ
た
こ
の
交
通
路
線
に
つ
い
て
記
紋
さ
れ
て
い
る
。
「
務
慧
班
、
姓
成
、
酒
泉
人
。
少
輿
玄
高
倶
以
寂
観
見
抑
制
。
覚
曾
遊
丙
域
畑
山
仙
川
岬
仰
鉢
。
の
於
山
側
資
従
達
原
比
丘
諮
受
概
要
。
達
服
役
人
定
往
兜
率
天
、
従
順
澗
勧
同
(
又
菩
降
滅
。
後
以
成
法
授
見
。
党
泣
王
子
別
、
彼
以
戒
法
授
彼
方
祁
例
。
後
乃
郎
、
路
由
河
南
。
河
南
止
符
河
川
以
延
世
子
攻
等
敬
党
徳
川
。
追
使
弁
資
財
、
令
於
刷
創
立
左
軍
寺
、
党
即
肘
之
。
後
移
線
天
宮
寺
。
宋
文
前
下
都
、
止
鎚
山
定
林
寺
。
」
(
「
大
正
成
』
巻
五
O
、
三
九
九
頁
a)
。
(時
)
『
南
斉
合
」
巻
一
五
「
州
郡
志
下
」
の
益
州
条
に
「
西
通
商
丙
河
南
、
亦
如
渓
武
威
・
張
披
、
為
西
城
之
道
也
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
西
域
に
通
じ
る
河
南
道
の
重
要
性
が
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
(げ
)
「
決
占
』
巻
五
四
「
持
夷
列
伝
」
に
、
「
河
南
王
者
、
其
先
出
自
鮮
卑
慕
存
氏
(中
略
)
其
地
則
張
出
m
・4
商
、
陥
商
之
河
、
在
川
之
雨
、
故
以
為
焼
。
其
界
東
主
m
川
、
西
隣
チ
刷
、
北
接
点
呂
、
京
北
一
池
袋
鋭
、
万
千
絵
川
抗
、
山
市
十
日
之
流
沙
地
汚
(中
M
m
)
什ハ
地
胤
ハ
益
州
除
、
合
通
・附
目
、
民
話
此
450 
利
、
多
往
従
之
」
と
あ
る
。
(
日
)
陳
良
件
「紙
綱
之
路
河
南
道
』
(
社
会
科
学
出
版
社
、
二
O
O
一
一
年
)
第
一
一
z
貝。
(凹
)
天
水
車久
和
山
石
窟
芸
術
研
究
所
編
『中
国
石
窟
・天
水
麦
稲
山
」
(
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
図
版
二
一
八
。
訳
者
補
註
(l
)
原
文
「
背
扉
式
」
。
造
像
全
体
の
光
背
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
日
本
の
慣
用
に
従
っ
て
「一
光
三
尊
形
式
」
と
表
記
し
た
。
(
2
)
原
文
「
結
蜘
扶
坐
」
。
中
国
で
は
台
座
上
に
両
足
を
置
く
坐
姿
に
対
し
、
如
来
は
「
結
跡
」
し
て
い
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
「
結
蜘
鉄
坐
」
と
表
記
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
当
該
作
例
で
は
両
足
が
袈
裟
に
覆
わ
れ
て
お
り
「
結
蜘
」
か
否
か
不
明
の
た
め
、訳
文
で
は
「
鉄
坐
」
と
し
た
。
(
3
)
原
文
「
結
蜘
鉄
坐
」
。
(4
)
原
文
「
他
紙
支
」。
(
5
)
原
文
「
僧
紙
文
」。
(6
)
原
文
「
背
一
昨
式
」
。
(
7
)
原
文
「
僧
紙
支
」
。
(8
)
原
文
に
は
「
褒
衣
博
帯
式
」
と
あ
る
が
、
当
該
像
の
着
衣
形
式
を
典
型
的
な
「
褒
衣
博
帯
式
」
と
は
み
な
し
難
い
た
め
、
こ
の
名
称
を
用
い
ず
に
訳
出
し
た
。
(9
)
原
文
「
結
蜘
欽
坐
」
。
(
叩
)
原
文
「
褒
衣
博
帯
式
」
「
僧
祇
支」
。
(日
)
原
文
「
結
蜘
朕
坐
」
。
(ロ
)
原
文
「
褒
衣
博
帯
式
」
「
僧
祇
支
」
。
(日
)
原
文
「
結
蜘
鉄
坐
」
0
(凶
)
原
文
「結
削
除
坐
」
。
(日
)
『歴
代
名
画
記
」
巻
七
「
張
僧
係
」
に
、
張
懐
礁
の
言
と
し
て
「
象
人
妙
、張
待
其
肉
、陸
符
其
骨
、
顧
待
其
神
」
と
あ
る
。
(凶
)
原
文
「
結
蜘
欽
坐
」
。
当
該
作
例
の
三
仏
の
う
ち
、
中
央
の
一
体
は
右
足
裏
を
露
わ
に
す
る
が
、
左
足
は
袈
裟
に
稜
わ
れ
、
左
右
の
二
体
は
両
足
と
も
に
衣
中
に
隠
れ
て
い
る
。
(げ
)
原
文
「結
蜘
鉄
坐
」。
(同
)
成
平
五
年
(一
O
O
二
)
に
縛
端
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『新
自
国
際
石
城
山
大
仰
身
量
記
』
に
「
両
膝
蜘
扶
相
去
四
丈
五
尺
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
宿
白
氏
は
当
該
像
が
北
宋
の
成
平
以
前
に
既
に
現
在
の
坐
像
形
式
に
な
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
原
註
ロ
宿
白
論
文
ご
一
九
六
l
一二
九
七
頁
。
(凹
)
「大
正
蔵
」
巻
五
O
、
三
七
七
頁
a
i
b
。
凹
川
波
川
出
土
の
南
朝
仏
教
石
造
像
(却
)
(
幻
)
「大
正
政
』
巻
五
O
、
三
回
三
頁
c
。
「大
正
政
』
巻
五
O
、
五
五
O
頁
b
。
*
原
著
雷
玉
華
・
李
総
群
探
進
勇
「
四
川
波
川
出
土
的
南
朝
例
教
石
造
像
」
「
文
物
』
二
O
O七
年
第
六
期
訳
者
(E
E
E
ω
四
川
省
成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
)
(「三
Z
ED-
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
)
(「
5
]
5可
oa・
四
川
省
波
川
県
文
物
管
理
所
)
は
ま
だ
た
ま
み
・
東
京
学
芸
大
学
非
常
勤
講
師
)
(本
翻
訳
論
文
は
平
成
一
二
年
度
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
推
薦
論
文
で
あ
る
)
451 
五
